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府中市郷土の森博物館だより
al museo

2022 年 12 月 20 日

No.142

復元建物、郷土の森に建つ復元建物、郷土の森に建つ

府中市郷土の森博物館には、現在 8 棟
とう

の建物が移築・
復元されています。小学校や役場・民家・商家等、江
戸時代から昭和にかけてつくられた特徴的なものばか
りです。ここでは、各建物について移築・復元された
頃の写真でふりかえりつつ、それぞれの特色を 8 回シ
リーズで紹介します。

その 7…その 7…旧府中郵便取扱所（旧矢島家住宅）旧府中郵便取扱所（旧矢島家住宅）

旧田中家住宅同様、郷土の森がオープンしてから
２年後の 1989 年（平成元）3 月、甲州街道を模

も

した道沿い、旧府中町役場庁舎の隣に復元されま
した。１階入口横にアーチ形の郵便受付窓口、木
製のポストが設置されています。

復元工事完了直後の旧府中郵便取扱所（旧矢島家住宅）。漆喰壁や 2 階部分につけられた「府中
郵便取扱所」の看板が新しい。
復元工事完了直後の旧府中郵便取扱所（旧矢島家住宅）。漆喰壁や 2 階部分につけられた「府中
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　今回紹介する旧府中郵便取
と り

扱
あつかい

所
じ ょ

（旧矢島家住
宅）は、個人宅と兼

け ん

用
よ う

されていた建物です。こ
の建物の持主・矢島氏は旧甲

こ う

州
しゅう

街
か い

道
ど う

沿いの番
ば ん

場
ば

宿
じゅく

（現 宮
み や

西
に し

町
ちょう

）に住んでいました。当主は代々
九
く

兵
へ

衛
え

と名乗り、江戸時代を通じ宿内で様々な役
割を果たしていた旧家です。屋号を信

し ん

州
しゅう

屋
や

とい
い、府中宿内有数の旅

は た

籠
ご

を営んでいたこともあり
ました。
　明治時代初期、政府は郵便制度を定着させるた
めに、全国の代表的な旧家に土地を提供してもら
い、郵便事業を委

い

託
た く

します。その結果、自宅を改
造した郵便取扱所（2007 年廃止された旧特定郵
便局の前身）が各地に誕生します。そのような経

け い

緯
い

で府中に初めてできた住宅兼郵便取扱所だっ
た家が、この建物です。
　矢島九兵衛は 1872 年（明治 5）、府中で最初
の郵便取扱役に任命されました。それに伴

ともな

い、幕
末～明治初期頃に建てられていた自身の住居に
郵便窓口等を新たに設置し、郵便取扱所としたの
です。この建物を利用した郵便取扱所は、1889
年に別の家に業務が引き継

つ

がれるまで、17 年間
続きました。
　その後矢島家は、不動産管理等の仕事をしてい
ましたが、1922 年（大正 11）に同じ建物を使
用し歯科医院を開業します。その際、それまで和
風だった外観を洋風にリフォームしました。不要
となった郵便窓口等はその際姿を消しました。
　それから約 60 年が過ぎ、矢島家住宅は郵便取
扱所だったことの価値を改めて見

み い

出
だ

されます。郷
土の森博物館に移築復元する建築物を選定する
ため、1982 年（昭和 57）に作成された報告書
には、この建物について「増・改築が多いが、明
治期から大正期にかけての地方の郵便事情を偲

し の

ぶ貴重な事例である」と記されています。そして
調査の結果、残っている間

ま

取
ど

りや部材、写真等か
ら、明治時代の一般家

か

屋
お く

としてだけでなく、郵便
取扱所としての復元が可能だと判断され、郷土の

森敷地内に移築・復元されることになりました。
　解体工事は 1987 年 12 月に行われました。そ
して 1988 年 8月～翌年 3月まで復元工事が行わ
れ、旧府中郵便取扱所として再びその姿を現した
のでした。ただし、諸都合から、もとは南向きだっ
た建物を 180 度回転させ、北向きに配置しました。
　復元の結果、歯科医院時代には下

し た

見
み

板
い た

と呼ばれ
る板を貼

は

った壁
か べ

だったものが漆
し っ

喰
く い

になり、窓ガラ
スもほぼ外され、明治時代の様

よ う

相
そ う

へと建物の時間
が少し戻りました。
　なお、この建物を「旧矢島家住宅」とも呼んで
いることに繋

つ な

がるのですが、復元されたのは郵便
取扱所としての姿だけではなく、町の旧家として
の姿でもありました。むしろ郵便取扱所としての
機能は建物の一部であり、全体としては、府中の
街道筋

す じ

にあった旧家を明治～大正頃の姿で再現
しているといってよいでしょう。そして、同時代
頃の建築として園内に復元された、旧府中町役場
や旧島田家住宅（薬屋）と同じ道沿いで並び、町
並みの景

け い

観
か ん

再現に欠かせない存在となっている
のです。� （佐藤智敬）

復元建物、郷土の森に建つ復元建物、郷土の森に建つ

その 7…
旧府中郵便取扱所（旧矢島家住宅）

解体直前の歯科医院時代。旧府中町役場庁舎のような窓
ガラスと板の壁が取り付けられていた。

1879 年（明治 12）当時の府中郵便取扱所の様子
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最
近
の
発
掘
調
査

第
六
小
学
校
で
発
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さ
れ
た

縄
文
時
代
の
落
し
穴
と
調
理
跡

天
神
町
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丁
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府
中
市
ふ
る
さ
と
文
化
財
課　

佐
藤　

梨
花

　府中市立府中第六小学校（六小）の発掘調査成果に関しては、
本誌 No.139 で縄文時代の顔

が ん

面
め ん

把
と っ

手
て

付
つ き

土器について紹介したと
ころですが、2022 年上旬に行った調査で新たに落し穴や集

しゅう

石
せ き

土
ど

坑
こ う

が見つかりましたのでお伝えします。
�落し穴と集石土坑は、どちらも縄文時代のもので、狩りに関係
があるものです。縄文時代の人々は、シカやイノシシなどの動物
を狩っていました。狩りの際には、落し穴などの罠

わ な

をしかけてい
たものとみられます。
� � 調査で発見した落し穴は、平面が 180 × 100 ㎝の楕

だ

円
え ん

形で、
深さが 125 ㎝以上もあるものです。六小の南には野水と呼ばれ
る窪

く ぼ

地
ち

状
じょう

地形があり、縄文時代には降雨の後などには水が溜
た

まっ
ていたようです。今回の調査で見つかった落し穴は、この水を求
めて集まる動物を狩るための罠だったのでしょう。落し穴の底
面は 120 × 38 ㎝で、底に近づくにしたがって狭

せ ま

くなっています。
シカやイノシシなどは、落ちたら身動きできなかったと考えられ
ます。
� �さて、狩りに関係するだろうもう一つの発見、集石土坑につい
ても紹介します。集石土坑は、円形などの掘

ほ り

込
こ

みに拳
こぶし

大
だ い

の割れ
た礫

れ き

がつめられているものです。今回発見されたものは直径約
110 ㎝、深さ 48 ㎝の円形で、3.2 ｍの間をあけて２基が発見さ
れました。どちらの集石土坑の礫も被

ひ

熱
ね つ

して赤くなり、割れてい
て、さらに炭

た ん

化
か

した木材も見つかっています。穴の中に熱した石
をつめて、何かを行っていたことは明らかです。
� �集石土坑は、肉などを石焼きや蒸

む し

焼きにして調理していた跡と
考えられています。No.139 でもお伝えしたとおり、六小の周辺
では縄文時代の集落跡はなく、今回の集石土坑は狩りの野

や

営
え い

など
の際に使われたと思われます。狩りをして、その獲物を調理して、
一部をここで食べていたのでしょうか。
　今回は、六小のこの場所で狩りをしたり、獲物を調理したりし
た人々がいたことがわかりました。食べることは生きること、縄
文時代の人々の暮らしの一場面が目に浮かびます。 集石土坑の想像復元

発掘された落し穴

二つ並んだ集石土坑
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環境維持が鳥を呼ぶ

　今回は市内の野鳥ニュースをお届けします。コ
ロナ禍

か

が続いていますが、実は都市のカラスにも
影響したようです。ゴミ捨て場のエサにありつ
き、市

し

街
が い

地
ち

に増えた連中でしたが、コロナ騒動で
飲食店等に長期間の閉店や制限が及び、潤

じゅん

沢
た く

な
ゴミエサの供

きょう

給
きゅう

が受けられず、数が減ったと言
うのです。人が作る環境に、鳥が敏

び ん

感
か ん

に反応した
例ですね。さて、最初の話題に移りましょう。

お帰り！ツバメ軍団
　春先に渡来するツバメは、はるか南から繁

は ん

殖
しょく

の
ため日本を訪れる夏鳥の代表格です。人を恐れず、
人家や商店街の軒

の き

下
し た

等に営
え い

巣
そ う

し、子育てをします。
毎年、皇居のお濠

ほ り

等で虫を捕
と ら

えたツバメが、営巣
する神田や丸の内等のビル街にエサを運ぶ様子を
多くの人が見守ってきました。
　しかし、1980 年代半ばから都心におけるツバ
メの繁殖が減り始めました。地価高

こ う

騰
と う

の影響なの
か、営巣に適したビルが壊され、新築されるビル
の壁面はツバメの巣材である泥が付着しづらいも
のでした。駐車場等ではシャッターが取り付けら
れ、出入りが不可能になりました。同時に、巣材
としての泥や雑草が入手困難で、エサの飛

ひ

翔
しょう

昆虫

も減っています。見守り人の都心住民が少なくな
ったことも大きいようです。
　都心同様に開発が続く府中ではどうでしょう。
市街地に営巣するツバメは少なくなりましたが、
市の南

な ん

縁
え ん

に沿う多摩川にはツバメの集まる場所が
あります。子育てに奮

ふ ん

闘
と う

するツバメは、夜になる
と親鳥が交代で巣を離れ、集団でねぐらに移動し
て朝までぐっすり寝ます。巣立ち後のヒナたちも
同様に行動します。そのねぐらに利用されている
のが、多摩川のヨシ原です。当館近くの大

お お

丸
ま る

堰
ぜ き

よ
り上流の四

よ つ

谷
や

橋付近には群
ぐ ん

生
せ い

地
ち

があり、府中野鳥
クラブが 2002 年にこの場所のワンドで 500 羽を
確認しました。その後も毎年順調に安定した数を
記録し、さらには川を渡る鉄橋の橋

きょう

脚
きゃく

に営巣する
様子も観察されるなど、多摩川が来訪先に適して
いることを教えてくれました。
　ところが、近年のヨシ原は度重なる大型台風の
土砂や、北米原産のツル性植物等に覆

お お

われて狭
せ ば

ま
ってしまったのです。2014 年を境にツバメの姿
は一

い っ

旦
た ん

消えてしまいました。そこで環境を取り戻
すべく、野鳥クラブを先頭に早速保全活動が始ま
りました。根

こ ん

気
き

よくツル性植物の除
じ ょ

去
き ょ

や樹木の伐
ば っ

ＮＯＴＥ

多磨霊園に珍鳥出現！ ベンケイヤマガラ

中村　武史野鳥報道ス
テーション
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同化しているようです。アオゲラはキツツキの中
でも、体長 29cm程の大型で、日本固有種でもあ
ります。多摩地域では高尾山等で普通に見かけま
したが、近年は都市部の公園に出没するようにな
りました。府中であれば浅間山や武

む

蔵
さし

台
だい

公園と言っ
た整備された環境の下

もと

です。同様に広大かつ保全
された当館園内も選ばれたのか、数年前から度々
目撃されていたのです。緑色の独特な羽、頬

ほお

と頭
の赤が鮮

あざ

やかな割に、けたたましい鳴き声で、見
た目とのアンバランスさを醸

かも

し出します。但しそ
の声は明確にその存在の方向を教えてくれるので
見つけ易

やす

くはありますが ･･･。
　報告によれば、
今年８月の調査
で木を突

つつ

きなが
ら上るアオゲラ
３体を確認した
ところ、その内
の２羽がボサボ
サの頭に羽色が
淡い幼

よう

鳥
ちょう

でした。
まさしく園内で繁殖が行われていたのです。以前か
ら園内では多種の野鳥が活動し、カラス等都市生活
に馴

な

れた鳥は子育ても行っている様子です。いよい
よアオゲラまで営巣となれば、如

い

何
か

に園内が優れた
人工林であるかがうかがえます。樹木が高低のバラ
ンス良く立ち並び、彼らが本来暮らしていた天然の
森に匹敵する環境を整えたエリアと考えて良いで
しょう。いささか手

て

前
まえ

味
み

噌
そ

のニュースです。

　どうでしたか？�3本のニュースは、都市の緑が
人の手に委

ゆだ

ねられ、その維持こそが多くの野鳥を
招いていることを教えてくれました。近年浅間山
エリアで広がるナラ枯れ病、抑制管理のため部分
的に伐採される当館園内の木、常に改修工事等で
景
けい

観
かん

を変える多摩川と、環境事情は決して安定す
ることはありません。今後も府中にやって来る野
鳥が豊富であり続けるならば、それは都市の自然
が保たれている指

し

標
ひょう

にもなります。野鳥が新天地
に府中の市街地を目指し、順応してもらうために
は、人の意識と行動が大きな援助となることは間
違いないような気がします。
････ 以上、最近の野鳥トピックスでした。

［写真提供：府中野鳥クラブ］

採
さ い

等を行いなが
ら、努力を続け
た結果、ついに
今年 8月に再び
500 羽のツバメ
をこの場に呼び
戻すことができ
ました。人の力
で府中にツバメが再訪した明るいニュースです。

ナンダ？ あのヤマガラ
　2020 年 9 月、多

た

磨
ま

霊
れ い

園
え ん

内でエゴノキに止まる
ヤマガラの中に、少し変わった同種の個体が出現
しました。ヤマガラよりも色が濃く、三

み

宅
や け

島
じ ま

や八
は ち

丈
じょう

島
じ ま

に生息する暗
あ ん

褐
か っ

色
しょく

のオーストンヤマガラに
類
る い

似
じ

する亜
あ

種
し ゅ

にも思われましたが、この種の特徴
である胸に見られる黒い帯

お び

がありません。頭部や
背中の黒も薄いようです。正体は、通称ベンケイ
ヤマガラ。ヤマガラの変異種として昔から日本各
地で稀

ま れ

に見られる鳥でした。全般的に行動が機
き

敏
び ん

なヤマガラですが、本種は牛
う し

若
わ か

丸
ま る

と弁
べ ん

慶
け い

が立ち回
る動きに見立てられたのでしょうか？�あくまで
も勝手な想像です。
　枝の多い遠くの場所でせわしなく動くベンケ
イゆえ、撮影を試

こころ

みても追
つ い

随
ず い

が大変です。エゴ
ノキの実の固い殻

か ら

を両足で押さえ、クチバシで
割って中の種を取り出して食べるのですが、たま
に殻

か ら

付きの種を咥
く わ

えて近くの枝に移動して来ま
す。冒頭の写真は、その一瞬を捉

と ら

えたもののよう
です。多磨霊園は浅

せ ん

間
げ ん

山
や ま

と連動して豊富な樹種が
揃
そ ろ

う特別な環境です。保全管理に努める様々な人
の活動の上に成り立っています。良質な条件に四
季を通じて豊富な野鳥が訪れ、時にこうした珍

ち ん

種
し ゅ

の出現と言う仰天ニュースが届けられるのは、ま
さに人の思いと行動力の賜

た ま

物
も の

でしょう。
アオゲラよ ･･･ お前もか！

　さて、最後は当館での話題です。野鳥クラブの
定例調査で、この度園内でアオゲラの営巣が報告
されました。そもそもアオゲラはキツツキの仲間
であり、一

ひと

昔
むかし

前
まえ

までは市街地で見ることのなかっ
た森林の鳥です。カラスやヒヨドリに倣

なら

って、本
来の生息地が減少する中で、都市を新天地に選ん
で移って来た模

も

様
よう

です。キツツキと言えば、すで
に先

せん

陣
じん

を切ってコゲラも市街地に登場しています。
道路沿いの街路樹等を上る姿は、すっかり都市に

ねぐらに集まるツバメの群れ

都市に増えてきたアオゲラ
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展示会案内

府中市の南端を流れる多摩川は、流
りゅう

路
ろ

延長
138 ㎞の一級河川です。流域の人々にとって多
摩川は、漁業利用、上水や農業用水としての活用
等、生活するために欠かすことのできない存在で
す。
　そんな多摩川に生息する代表的な魚がアユ（鮎）
です。江戸時代には、とれたアユが一級品と評価
されて市

し

場
じょう

に流通していました。将軍に献上され
ていたことも知られています。さらに、昭和初期
までは「見せる漁」として、アユ漁を主軸とした
観光産業もありました。
　左上の写真は、明治時代に現府中市域で行われ
ていた観光アユ漁の様子です。多摩川に浮かべた
屋形船にお客を乗せ、鵜

う

飼
か い

によるアユ漁を見せ
ています。最後にはとれたアユを料理し、料亭で
食べるまでがセットでした。鵜飼というと、夜に
篝
かがり

火
び

をたく中、舟から 1 人最多で 12 羽の鵜を
操
あやつ

りアユをとる、有名な岐阜県長良川の鵜飼を
思い浮かべるかもしれません。しかし近代の多摩
川では夜ではなく、明るいうちに鵜飼を行ってい
ました。その方法も、2 羽の鵜を従えた鵜使いと
呼ばれる漁師が一緒に川に入り、たくみに鵜を操
りアユを捕

つ か

まえさせるやりかたです。徒
か ち

鵜
う

飼
か い

と呼
ばれるこの方法は、府中だけでなく流域の日野や
立川等でも行われていました。

　もちろん、鵜飼のみが多摩川アユ漁の全体像で
はありません。それ以外にも釣

つ り

竿
ざ お

やモジと呼ばれ
る道具を使用したり、投

と

網
あ み

をしたり、様々な漁
ぎ ょ

法
ほ う

が用いられ、たくさんのアユがとられていまし
た。観光資源かつ、水産資源として知られていた
ため、アユは江戸時代の文献や絵画資料等にも登
場する、多摩川を代表する魚だったのです。
　しかし、名物だったアユは昭和初期を境にその
数が減り、観光産業もなくなりました。そこには
戦争の影響に加え、水量減少、水質悪化等、環境
の変化が大きく関わっています。
　それでは現在、多摩川のアユは過去の存在であ
り、いなくなってしまったのでしょうか？　いい
え、近年では水質の向上や稚

ち

魚
ぎ ょ

の放流、養
よ う

殖
しょく

技
術の発達等、さまざまな要因から多摩川のアユの
数は再び増えつつあります。右上写真のように、
春には多くのアユが多摩川を遡

そ

上
じょう

します。そし
てそのアユは一年を通じて野鳥のエサとなる等、
そこに生息するだけで自然を豊かにし、生態系の
一部を形成してもいるのです。
　本展示会では、そんな多摩川とアユに視点を定
めました。自然分野の紹介だけではなく、江戸時
代以降におけるアユ漁に関連する歴史、アユのた
めに使用した漁具等、多摩川とアユのかかわりを
多角的に紹介します。� （佐藤智敬）
　　　　　　��　

　　　　　　　特別展

多摩川のア
鮎

ユみ
会場：本館 1階特別展示室2023/2/4（土）～ 3/12（日）

多摩川を遡上するアユ。川で孵化したアユは秋～冬に川
を下り海で成長し、４～５月頃に遡上して戻ってくる。

1909 年（明治 42）撮影の観光鵜飼の様子。国分寺駅発
で府中の料亭が行ったアユ漁見学ツアーの一環。

鮎
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　歴史上よく知られた合
か っ せ ん

戦では、しばしば山・
川・谷などの自然地形がその行

ゆ く え

方を大きく左右し
てきました。多摩川もまた、軍事的な要

よ う

衝
しょう

となっ
た歴史があります。
元
げ ん

弘
こ う

３年（1333）、北
ほ う

条
じょう

氏による政治への不
満を抱えた新

に っ

田
た

義
よ し

貞
さ だ

らによって攻
せ

められ、鎌倉幕
ば く

府
ふ

はおわりを迎
む か

えました。幕府滅亡の過
か

程
て い

で数回
にわたっておこなわれた戦いのうち、ターニング
ポイントとなったのが「分

ぶ

倍
ば い

河
が わ ら

原の合戦」だと言
われています。これには、多摩川の存在が大きく
関係していたようです。
室
む ろ

町
ま ち

時代成立とされる『太
た い

平
へ い

記
き

』という書
し ょ

物
も つ

をもとに、元弘３年 5 月の合戦の流れをかいつ
まんで追ってみましょう。8 日、義貞は鎌倉を
目指して上

こうづけのくに

野国新
に っ た の

田庄
しょう

（群馬県太田市ほか）で
挙
き ょ

兵
へ い

します。11 日には、小
こ て

手指
さ し

原
は ら

（埼玉県所沢
市）で幕府軍とぶつかりますが勝負は未決でし
た。12 日には久

く め

米川
が わ

（現 東村山市）で義貞方
が勝利、このとき幕府軍は陣

じ ん

の立て直しを図って
分倍まで退

しりぞ

き、援
え ん

軍
ぐ ん

を依頼しています。15 日未
明には義貞らが分倍河原に押し寄せたものの、今
度は幕府軍が勝利し、義貞らは堀

ほ り

兼
か ね

（現 埼玉県
狭山市）まで一度退きました。幕府軍はこのとき
義貞らを追うことはなく分倍河原に留

と ど

まり、油断
した状態で一晩過ごしてしまったといいます。こ
れを好機ととらえた義貞は、その日のうちに軍勢
を増強し、16 日の早朝４時に分倍河原へと奇

き

襲
しゅう

をかけたのです。ここで態
た い

勢
せ い

を崩
く ず

した幕府軍はあ
れよあれよと鎌倉へ逃げ戻らざるを得なくなり、
21 日に北条氏らの自害という結末を迎えました。
　このように一連の合戦で、「分倍」「分倍河原」
の名がたびたび登場します。5 月 12 日に幕府が
援軍をしたうえで分倍に陣を張ったこと、15 日
に留まったこと（油断してしまいましたが…）、
そして 16 日に義貞らが分倍攻めをすぐに決断
したことには意味があったと考えられます。大

お お

國
く に

魂
た ま

神社の神
か ん

主
ぬ し

であった猿
さ

渡
わたり

盛
も り

厚
あ つ

氏は、自
じ

著
ち ょ

の

多摩川今昔　多摩川今昔　TAMAGAWA IMA MUKASHITAMAGAWA IMA MUKASHI

③合戦の勝敗をわけた川

0 20km

多 摩 川 古 流
路

現・分倍河原駅現・分倍河原駅

多
摩 川

新田義貞らの鎌倉への道（本文に登場する地名のみ記載）

『武
む さ し

蔵府中物語』上巻で、「元来鎌倉は、北方に於
お

ける防
ぼ う ぎ ょ せ ん

禦線としては、多摩川が第一線で、入
い る

間
ま

川
が第二線であった」と述べています。上の拡大図
でわかるように、分倍付近の多摩川は現在よりも
北を流れていたと考えられています。分倍河原と
いう場所に陣を構

か ま

えた大きな一因として、「鎌倉
を守るために多摩川を守る」という意識があった
のでしょう。それなのに…油断して義貞らに多摩
川越えを許してしまったことが、合戦全体の勝敗
をわけてしまいました。
　この合戦からまもなく 690 年、分倍河原駅南
側に建つ新田義貞像の勇ましさを仰

あ お

ぐと同時に、
合戦に巻き込まれた人びとを想うと悲

ひ

哀
あ い

を感じ
ずにはいられません。� （石澤茉衣子）
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し直し、彗星の特徴とは違っていることに気づ
きました。
　やがて、この星が実際にはとても遠くにあり、
惑星の軌

き

道
ど う

を描いていることなどが明らかに
なったことで、ようやくハーシェル本人も、そ
れが新発見の 7番目の惑星であることを理解し
たのです。
　発見者本人ですらその正体に気づけないほど、
地球からは遠くて暗い天王星。ですが、実はまっ
たく見えないわけでもありません。人間が肉眼
で見える星の明るさの限界は 6等級程度とされ
ていますが、天王星は最も明るい時で 5.6 等級
となります。
　ハーシェルが発見した 18 世紀より前の人々
の中にも、きっと天王星を見た人がいたはずで
す。ハーシェルの観測以前にも、天王星を記し
たと考えられる記録もあるようです。
　街

ま ち

灯
あ か

りの影響が大きい府中市内では、残念な
がら天王星を肉眼で見ることは難しいですが、
光害の少ない、条件の良い海辺や山奥であれば、
見られるかもしれません。
　視力に自信のある方は、7 番目の惑星、天王
星の観察にチャレンジしてみてください。
� （小林善紹）

　　　　　　　　　　　　　　　　

※�

あ
る
む
ぜ
お　

イ
タ
リ
ア
語
で
︻
博
物
館
で
︼︻
博
物
館
に
て
︼
の
意

〒 183 − 0026�東京都府中市南町 6 − 32　
TEL�042 − 368 − 7921�

　「水
す い

・金
き ん

・地
ち

・火
か

・木
も く

・土
ど

・天
て ん

・海
か い

」という
呪
じ ゅ

文
も ん

のような言葉、どこかで聞いたことがあり
ますか？
　燃やすごみの日を覚える呪文ではありませ
ん。この言葉は、太陽の周

ま わ

りを回る惑
わ く

星
せ い

たちの
名前を太陽に近い順から並べたもので、今回お
話しする「天」、すなわち天

て ん

王
の う

星
せ い

は、太陽から
二番目に遠い星、ということになります。
　「地」、私たちの地球は、太陽から 3 番目に
近い星ですから、7 番目の天王星は、地球から
見てもとても遠くにあります。
　前号までにご紹介してきた水星から土星ま
では、比較的地球に近く、太陽の光も届きやす
いために、肉眼でも見ることができます。その
ためこれらの惑星は、発見史が残っていないほ
ど古くから知られていました。
　一方で、天王星やそれよりも遠い海

か い

王
お う

星
せ い

はと
ても暗いため、望遠鏡が発明された後に見つ
かった惑星です。
　天王星は 1781 年に、イギリスの天文学者
ウィリアム・ハーシェルによって発見されまし
た。ただし発見した当初、ハーシェルは、少
しずつ位置を変えていくこの星を、惑星ではな
く、彗

す い

星
せ い

（ほうき星）と考えていました。
　確かに彗星は、並び方がほとんど変化しない
星座の星たちの間で、少しずつ位置を変えてい
きます。
　「位置が変わる」という観察結果は、惑星に
対しても当てはまるのですが、それまで数千年
もの間、新しい惑星はひとつも見つかっていな
かったために、ハーシェルは発見した星を新惑
星とは思いませんでした。惑星は「水・金・地・
火・木・土」のみ、という時代はあまりにも長
すぎたのです。
　その後、この星を多くの天文学者たちが観察

府中市郷土の森博物館
http：//www.fuchu-cpf.or.jp/museum/

太陽系惑星ツアー太陽系惑星ツアー

⑦見える？ 見えない？ 天王星

2022 年 11 月 8 日の皆既月食中、月の後ろに天王星が隠
される「天王星食」が起きた。写真はその直前の天王星
と月。　　　　　　　　  撮影地：府中市郷土の森博物館


